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https://estimate.data-arrow.net/index.html にも説明を記載しています。

みんなの見積書 Lan 対応版 操作マニュアル

みんなの見積書 Lan 対応版の主な機能を初めに紹介します。

１．消費税率の複数記載が可能になりました。

御見積書の消費税率で【複数税率適用】を選択し、次に単価欄をクリックすると消費税率：複数適用フォームが起動します。

消費税選択欄で複数税率適用にします。

次に、単価欄を W クリックします。
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消費税率：複数適用フォームが起動します。

【集計】ボタンを押すと複数税率適用明細書（２ページ～３０ページ）に適用した税率で集計を行います。

【集計】ボタンを押すと複数税率明細書（２ページ～３０ページ）で適用した税率で金額の集計を行います。

集計欄した金額はドッグ＆ドロップの機能により、複数税率適用明細書（集計）の項目にドロップすることができます。

集計項目の欄をマウスで選択します。
選択した集計項目欄の文字が黄色くなります。
SHIFT キー ＋ マウスの左ボタンでドラッグします。
ドロップする項目欄の行 No.（01 ～ 20）にドロップします。

以上の操作により、ドロップした項目欄に項目内容、金額、税額、総額、税率が表示されます。
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２．保守契約見積書や定期的（毎月）に行う請求書の登録管理が可能です。
「メインフォーム」と「管理フォーム」とのデータのやり取りは簡単に行えます。

このアイコンをクリックすると
「マスター管理フォーム」を表示します。

「マスター管理フォーム」

「マスター：データ一覧」タブより登録したデータを選択し、開きます。
「マスター：見積書」、「マスター：売上請求伝票」、「マスター：請求書」タブにそれぞれデータ登録します。

３．数量×単位×単価＝計算では少数点の使用が可能です。
（ただし「金額」欄の金額は１円未満の数値については四捨五入になります。）

４．数字箇所を左ボタンで選択後、右クリックによる 10 行操作が可能です。
各タブでの 10 行操作、頁操作が統一化して行えます。
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５．社印を登録し見積書、請求書などで印刷する事が可能です。
ツールバー → 設定(S) → 自社登録 → 印影登録により可能です。

【印影登録】ボタンを押すことにより、BMP、GIF、JPG 形式などの画像を登録することができます。

印影登録画像エリアの大きさは、640 × 480 ドットのサイズで表示領域としています。
印影画像を登録する場合、表示領域より小さい画像の場合は拡大表示されてしまいます。

この画像を表示する仕様により、自社ロゴをうまく配置すれば印影として印刷することが可能となります。

６．御見積書、内訳明細書、御請求書のカラー印刷が可能になりました。
印刷プレビュー画面より操作可能です。

色は、「Dark Blue」、「Dark Cyan」、「Dark Gray」、「Dark Green」、「Dark Red」、「Dark Salmon」
の６種類から選べます。

お客様にインパクトのある書類を提出する事ができます。
またそれぞれ書式の色を異なる色にする事により、社内での書類管理が容易になります。
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７．年度別売上収支表の印刷、データ出力が可能になりました。
売上管理タブより操作可能です。

年度別データの XLSX 出力、印刷出力が可能です。

決算月を任意に選択できます。

本年度と前年度の売上比較が出力
できます。
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８．発注業者への出金管理が可能になりました。
出金管理タブより操作可能です。

９．「単位」欄で 【小計】 を選択すると、その行の「金額」欄に小計金額を挿入することが可能になりまし
た。

「単位」欄の【小計】を選択すると
金額計算を自動で行います。

１０．ＬＡＮ使用でも、単独のＰＣでも、お好みのご利用方法を選べます。
ログイン：ユーザー登録フォームにて運用切換ができます。
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LAN で利用するか、単独のパソコンで利用するかを切り換えることができます。

選択後、ソフトを再起動すると有効となります。

１１．アクセスしているユーザーやファイルの編集状態を表示することが可能です。

アクセス：ユーザー表示フォームで表示可能です。

アクセスしているユーザーを表示します。

ファイルの編集状態を表示します。
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みんなの見積書 Lan 対応版 操作について

１．最初の操作

１）コード No.の取得

【コード No．】ボタンを押し、番号を
取得してください。

この操作により作成したデータの保存
が可能になります。

コード番号を取得した状態。

２）データ保存
ツールバーの下図のアイコンをクリックするとデータの保存ができます。

３）データ読出し
Ａ）ツールバーの下図のアイコンをクリックすると見積一覧フォームが開きます。
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Ｂ）データを選択し、メニューバーの編集読込(E)を押すとデータを開きます。

選択したデータが読込まれ、データの編集を行うことができます。

Ｃ）メニューバーの複写読込(C)を押すと、選択したデータを基に新たなデータを作成する事ができます。
この後、コード No．ボタンを押して、新たな№を取得する事により、データ保存が可能となります。

２．「見積・内訳明細書」タブ

１）行の操作と頁の操作について
Ａ）数字の上でマウスの左ボタンをクリックすると選択した数字が黄色になります。

Ｂ）その後、マウスの右ボタンをクリックしてください。

マウスで編集操作を選択してください。

行の 切取り、コピー、貼付け、挿入、削除
頁の 切取り、コピー、貼付け、挿入、削除 が可能です。

Ｃ）行のドラッグ＆ドロップ（Ｄ＆Ｄ）操作について
ａ）マウスカーソルを数字の上に置き、Ｃｔｒｌキーを押しながら、マウス左ボタンでドラッグし、別の数字上にドロップすると、１行コピーする事が

できます。
ｂ）マウスカーソルを数字の上に置き、Ｓｈｉｆｔキーを押しながら、マウス左ボタンでドラッグし、別の数字上にドロップすると、１行移動する事が

できます。

各入力欄についても同様のＤ＆Ｄ操作により編集操作が可能です。
御見積書と内訳明細書の間でＤ＆Ｄ操作がお互いに可能ですので、ストレスのない編集操作を行う事ができます。
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２）「項目」欄でマウスをＷクリックをすると商品マスターフォームを表示させることができます。

データ送出(S)により、Ｗクリックした行に登録データを送出する事ができます。
データ受取(R)により、Ｗクリックした行のデータを受取る事ができます。

【Ｄ＆Ｄ】上にマウスカーソルを置き、Ｃｔｒｌキーを押しながら、マウス左ボタンでドラッグし、御見積書、内訳明細書の任意の No.（数字）上でド
ロップすると、登録データをその行に渡す事ができます。

上記と逆の操作を行うと商品マスターフォームに御見積書、内訳明細書に記載しているデータを登録する事ができます。

さらに、行単位だけでなく、個別の項目欄でもＤ＆Ｄ操作が可能です。

３）金額欄でマウスをＷクリックをするとマウス電卓を表示させることができます。

【Ｄ＆Ｄ】上での操作により、計算結果を渡す事ができます。
操作は Ｃｔｒｌキー ＋ マウス左ボタンです。

４）【客先提出】にチェックを入れると、編集操作にロックが掛かり、編集が不可となります。

「編集ロック」の機能は「発注受領書」、「売上申請書」、
「注文請書」その他のタブにも備えています。
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５）内訳明細書の【計を非表示】にチェックを入れると、内訳明細書の金額の合計が非表示になります。

ここでの設定は印刷帳票にも反映されます。また、XLSX 出力ファイルにも反映されます。

内訳明細書の作成では「小計」の機能と「計を非表示」の機能を使い分けることにより、明細書の表現を
多彩にすることができます。

３．「発注受領書」タブ

お客様より頂く発注書です。お客様専用の帳票がある場合はここでの入力は不要です。
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メニューバーの編集（Ｅ）→ 初期読込：発注受領書により「見積・内訳明細書」タブで入力した
データを読込む事ができます。

４．「売上申請書」タブ

社内で使用する売上申請書です。
ここでは、売上金額や売上計上月、発注業者、発注業務内容、発注金額などの項目がありますので、
必要な箇所にデータを入力してください。

【発注書】ボタンを押す事により、発注業者ごとの発注書を作成する事ができます。
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１）業者発注書

ここで入力したデータは自動で保存されます。
「レコード削除」を選択すると、入力したデータは削除されます。

５．「注文請書」タブ

お客様へ提出する請書です。
ここでは、受注業、実施日、受注金額、支払条件などの項目がありますので、必要な箇所にデータを
入力してください。
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６．「売上請求伝票」タブ

社内で使用する売上伝票です。
ここでは、メニューバーの編集（Ｅ）→ 初期読込：売上請求伝票により必要なデータを読込んでください。
その後、請求 No. の入力を必ずお願いします。

請求書の番号は連番で願います。また重複しないよう確認をお願いします。
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７．「納品・受領書」タブ

納品書データの入力画面です。
データを入力する事により、納品書と受領書を
印刷する事ができます。

８．「請求書・領収書」タブ
１）請求書

請求書データの入力画面です。
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２）領収書

領収書作成の手順：
【請求書データ読込】ボタンを押し、請求書データを読込んだ後、入金管理タブで入金日を選択・決定してください。

９．「売上管理」タブ

検索欄に絞り込みデータを入れ、検索する事により毎月の売上状況等を管理する事ができます。

検索欄の検索する文字はコンボボックス内に自動で表示されます。
また、任意の文字列を入力し検索する事も可能です。検索でマッチングしたデータを表示する事ができます。
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10．「入金管理」タブ

検索欄に絞り込みデータを入れ、検索する事により毎月の入金状況等を管理する事ができます。
入金日を確定し【入金】ボタンを押すことにより、入金日を書込む事ができます。
もう一度、【入金】ボタンを押すと未入金状態に戻ります。

11．「出金管理」タブ

「出金データ集計」に計上年月を入力することにより、「出金データ」を集計することができます。
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12．ツールバーの説明
１）ファイル(F) → 新規作成(N)

データの新規作成を行います。

２）ファイル(F) → 開く(O)
見積データを開きます。

作成した見積データを表示し、読込みや削除する事ができます。

Ａ）編集読込(E) 選択したデータを読込み編集する事ができます。

Ｂ）複写読込(C) 選択したデータを複写し、新たなデータを作成する事ができます。

Ｃ）作成した見積データを削除する事ができます。

削除するデータを選択後、パスワード欄に半角数字 administrator 権限のパスワード を入れ、
登録削除ボタンを押すと削除が可能になります。
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２）表示(V) → 内訳明細書【計】

数字をマウス左ボタンで選択し、
その後右ボタンを押すと、ページ
操作が可能となります。

また、金額を Ｃｔｒｌキー ＋ マウス左ボタンのドラッグ操作により、見積書などの項目欄にドロップ
する事ができます。（02 ～ 31 の数字上で操作可能です）

３）設定(S) → 商品マスター：登録・貼付

Ｄ＆Ｄボタン上で Ｃｔｒｌキー ＋ マウス左ボタンによるドラッグ操作により
御見積書や内訳明細書に登録データをドロップできます。(01 ～ 39 までの数字上にドロップ)

13．マスター管理フォームの説明

マウスでデータを選択後、Ｗクリックする事により選択データを読込む事が可能です。
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「マスター：見積書」タブ

保守契約用の見積書を登録・管理する事ができます。内訳明細書は最大９ページ保存できます。

「マスター：請求書」タブ

毎月発行する請求書を 年間で請求する金額や履歴を
登録・管理する事ができます。 登録・管理する事ができます。

ツールボックスの矢印キーをクリックする事により、メインフォームからデータを読込んだり
メインフォームへデータを転送する事ができます。


